
議案第 21号

平成 30年度上尾市水道事業会計決算書



地方公営企業法（昭和 27年法律第 29 2号）第 30条第4項の規定

により、平成 30年度上尾市水道事業会計決算を別冊監査委員の意見を

付けて議会の認定に付する。

令和元年8月 30日提出

長市尾上 畠山稔



平成初年度上尾市水道事業決算報告書
(1）収益的収入及び支出

収入

予 算 額

地方公営企業法第24
区 分

当初予算額 補正予算額
条第3項の規定による

fコ'- 言十
支出額に係る財源充
当額

円 円 円 円

第1款水道事業収益 4,417,000,000 。 。 4,417,000,000 

第1項営業収益 4,155,794,000 。 。 4,155,794,000 

第2項営業外収益 261,206,000 。 。 261,206,000 

第3項特別利益 。 。 。 。

支出

予 算 額

地方公営企業
区 分

当初予算額 補正予算額 予備費支出額 流用増減額
法第24条第3

小計
項の規定によ
る支出額

円 円 円 円 円 円

第1款水道事業費用 4,296,000,000 。 。 。 0 4,296,000,000 

第1項営業費用 4,059,762,000 。 824,000 。 0 4,060,586,000 

第2項営業外費用 209,107,000 。 。 。 。209,107,000 

第3項予備費 27,131,000 。ム824,000 。 。26,307,000 

-354-

決算額
予算額に比べ

｛蔵 考
決算額の増減

円 円

4,418,059,878 1,059,878 （うち仮受消費税及び地方消費税 304,431,755) 

4,143,428,419 ど＂＇ 12,365,581 

265,947,496 4,741,496 

8,683,963 8,683,963 

地方公営企業
地方公営企業
法第26条第2

法第26条第2
合計

決算額
項の規定によ

不用額 備 考

項の規定によ る繰越額
る繰越額

円 円 円 円 円

18,617,400 4,314,617,400 3,894,159,590 。420,457,810 （うち仮払消費税及び
地方消費税 173,468,649) 

18,617,400 4,079,203,400 3,692,976,733 。386,226,667 

。209,107,000 201,182,857 。 7,924,143 

。26,307,000 。 。26,307,000 
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(2）資本的収入及び支出

収入

予算額

地方公営企業

区 分 法第26条の規 継続費逓次繰越 決算額
当初予算額 補正予算額 言十 定による繰越額 額に係る財源充 i口〉、 計

に係る財源充 当額
当額

円 円 円 円 円 円 円

第1款資本的収入 168,000,000 。168,000,000 1,965,600 。169,965,600 146,442,600 

第1項 一般会計負担金 20,671,000 。20,671,000 1,965,600 。22,636,600 17,269,200 

第2項 分 担 金 143,677,000 。143,677,000 。 。143,677,000 129,173,400 

第3項負担金 3,652,000 。 3,652,000 。 。3,652,000 。

支出

予算額

区 分 地方公営企業
継続費逓次

当初予算額 補正予算額 予備費支出額 流用増減額 言十 法第26条の規
定による繰越額 繰越額

円 円 円 円 円 円 円

第1款資本的支出 1,381,000,000 。 。 。1,381,000,000 36,387,000 。

第1項建設改良費 863,555,000 。 。 。863,555,000 36,387,000 。

第2項企業債償還金 508,621,000 。 。 。508,621,000 。 。
第3項予備費 8,824,000 。 。 。 8,824,000 。 。
資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額1,182,273,124円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額

544,447,961円で補てんした。

-356-

予算額に比べ
備 考

決算額の増減

円

ム23,523,000 （うち仮受消費税及び地方消費税 9,568,400) 

ム5,367,400

ム 14,503,600

ム3,652,000

翌年度繰越額

決算額 地方公営企業
継続費逓次 不用額 備 量ろ, 

A口、 計 法第26条の規 t口>. 言十
定による繰越額 繰越額

円 円 円 円 円 円

1,417,387,000 1,328,715,724 8,964,000 。8,964,000 79,707,276 （うち仮払消費税及び
地方消費税 47,393,563) 

899,942,000 820,094,793 8,964,000 。8,964,000 70,883,207 

508,621,000 508,620,931 。 。 。 69 

8,824,000 。 。 。 。 8,824,000 

37,825,163円、減債積立金500,000,000円、建設改良積立金100,000,000円、過年度分損益勘定留保資金
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平成 30年度上尾市水道事業損益計算書

（平成30年 4月 1日から平成 31年 3月 31日まで）

円（単位

益

水

収業山首1 

3, 575, 811, 547 

263」ni_660 

益収( 1 ）給

3,839,533,207 ( 2）そ の他営業収益

1,399,872,355 

769,358,795 

226,446,202 

93,211,858 

950,720,694 

27,688,672 

52,209,508 

用

( 1 ）取水及び浄水費

( 2 ） 配水及び給水費

費業営2 

費
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3,519,508,084 ( 7）その他営業費用

320,025,123 益未
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持ι
昂3 

4,826,713 

253,284,670 
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自
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113, 163, 915 

112,918,457 
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益

用
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費

払

外業

( 1 ）支

( 2）雑
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戸江．
凸4 

常

益
未iJ期l特5 

SL里主主9638」~9638~2963 ( 1 ）そ の他特別利益

480,956,124 

3,375,178 

600~生 000

1,084,331,302 

年度純利益

前年度繰越利益剰余金

その他の未処分利益剰余金変動額

当年度未処分利益剰余金
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平成 30年度上尾市水道事業剰余金計算書

（平成 30年4月 1日から平－成 31年 3月 31日まで）
（単位円）

剰 余 金

資本剰余金 利 益 剰 余 金

資本金

分担金 負担金
受贈財産 一般会計
評価額 負担金

資本合計

補助金
資本剰余 減債 利益 建設改良 未処分 利益剰余金
金合計 積立金 積立金 積立金 利益剰余金 会仁3、きロょ！ 

前年度末残高 14,557.561. 604 231. 034, 873 289,657,508 375,998、439 151. 292, 995 2. 000, 000 1. 049, 983, 815 。 343.000. 000 1. 030, 000，。。。 1. 273, 375. 178 2,616,375,178 18,2日3,920,597

前年度処分額 750,000,000 。 。 。 。 。 。 500,000,000 。 20.000,000 ムl,270, 000. 000 ム750,000,000 。
条例第4条による処分額 750,000,000 。 。 。 。 。 。 500,000,000 。 20.000,000 ム1,270, 000、000 ム750,000,000 。

減債積立金の積立 。 。 。 。 。 。 。 500,000,000 。 。ム500,000,000 。 。
建設改良積立金の積立 。 。 。 。 。 。 。 。 。 20,000,000 ム20,000.000 。 。
資本金への組入れ 750,000,000 。 。 。 。 。 。 。 。 。ム750,000,000 ム750,000,000 。

処分後残高
（繰越利益剰余金）

15,307,561,604 231. 034, 873 289,657.508 375,998,439 151,292.995 2,000,000 1. 049, 983, 815 500,000,000 343,000,000 1. 050, 000, 000 3,375,178 1. 896, 375, 1 78 18,253,920,597 

当年度変動額 。 。 。 。 。 。 。ゐ 500.000, 000 。ム100,000,000 l, 080,956, 124 480,956,124 480,956,124 

減債積立金の使用による 。 。 。 。 。
振替

。 0 f¥, 500, 000, 000 。 。 500,000,000 。 。
建設改良積立金の使用に 。 。 。 。 。
よる振替

。 。 。 。ム 100,000.000 100,000,000 。 。

当年度純利益 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 480, 956, 124 480,956,124 480,956,124 

当年度末残高
（当年度末処分利益剰宗主〉

15,307,561,604 231. 034, 873 289,657,508 375,998,439 151, 292. 995 2,000,000 1,049,983,815 。 34'.J, 000, 000 950,000,000 1. 084, 331, 302 2.377,331,302 18,734,876.721 

-360- -361-



平成 30年度上尾市水道事業剰余金処分計算書

資本金 資本剰余金 未処分利益剰余金

当年度末残高 15,307,561,604 1,049,983,815 1,084,331,302 

条例第4条による処分額 600,000,000 。 ム 1,080,000,000

減債積立金の積立 。 。 ム 480,000,000

建設改良積立金の積立 。 。 。
資本金への組入れ 600,000,000 。 ム 600,000,000

処分後残高
（繰越利益剰余金）

15,907,561,604 1,049,983,815 4,331,302 

円）（単位
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平成 30年度上尾市水道事業貸借対照表

（平成31年 3月 31日）

円）（単位
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3,582,255,273 

389,266,614 

31,811,880 

4,302,049 

日
ロロ

入

巴

ふ

I

L

I

A

E

2
＝
口
幸
ロ

4,007,635,816 

403,421,586 

ム 14,154, 972 

金

金

金
当

預

ぷ〉、
r:1 iif 

産

金

収

号｜

蔵

払

資

産

資

伺l

動

現

来

貸

貯

前

流

資

動

流

( 1) 

( 2) 

2 

( 3) 

(4) 

29,847,021,660 Z』
口

苦日(!) ｛責負

｛責

企 業債

イ建設改良費等の財源、に充てる
ための企業債

負定固

( 1) 

3 

3,516,939,304 

21, 839, 108 

3,516,939,304 

418,451,059 

418,451,059 

計

務

金

金

計

計

よ〉、
口｛責

債ス

当

付

金

業企

リ

引( 2) 

( 3) 
ー

ω
O
K
H
｜

主
「
司号｜εε〉

O＇ロ職イ退

号｜ A 
口

止、
口

当

3,957,229,471 債負疋

負

固

507,200,831 

｛責号事j流

( 1) 

4 

507,200,831 

21,402,723 

542,820,977 

スリ( 2) 

( 3) 

(4) 

34,291,000 

1, 141, 646, 121 

34,291,000 

35,930,590 

金

金

計

債

計

fム来

当

引

金

ヲ｜

イ賞 当↓与

当 合

負

合
動

債

他流

動負

の

引

そ

流
( 5) 

3,956,808,230 

ム 1,372, 559‘503 2,584,248,727 

2,970,961,952 

.6. 2, 172, 884, 754 798,077 198 

3,057,080,224 

ム 1,116, 150, 040 1,940,930,184 

685,064,894 

ム 342,240,690 342,824,204 

479,915,407 

ム 132,726, 373 

6,013,269,347 

347,189,034 

企業債

イ建設改良費等の財源に充てる
ための企業債

企業債合計

債務

金

金

金

額

金

額

額

額

金

額

金

額

計

計

戸L
メー

言十

前

担

益

期

益

4又

累

拒

化

言十

高
山イ

益
曲
目
益
山
又
益

化累

財産評

化累計

会計負 担

長

分

収

負

収

受

収

イ

ロ

ハ

延

( 1) 

繰
炉

;) 

計

計

合

累

累

益

レ］，，勾BB

助

イヒ

収

僕

益

延

収

補

収

繰

負

ホ

11, 112, 144, 939 よ〉、
口

15,307,561,604 

昔日σコ本資

金

金

本

本

余

資

資

剰

( 1) 

ハ
り
門
／

ー

ω∞
切
｜

231,034,873 

289,657,508 

375,998,439 

151, 292, 995 

2,000,000 

1,049,983,815 

金

金

金

額

金

金

計

金

価

余

評

負

ムロ

余

金

剰

担

担

産

計

助

余

剰

財贈

般

分

負

受

イ

ロ

ハ

Z』
ヨミ

ホ補

資 乗IJ本

積

積

改良

ニ当年度未処分利益剰余金

利益剰余

剰余

資本

イ資 資

0 

343,000,000 

950,000,000 

1, 084, 331, 302 

金

金

金立

ー」

lL 

lL 

積

益

f資

益

設

手IJ

イ減

ロ手lj

ハ建

( 2) 

2,377,331,302 6
γ
o
e
p
’
 

J

ヨ
ロ
ユ
ヨ
ロ

,6、
口

よ〉、
ロ

,6、
口

本

金

3,427, 315, 117 金

29,847,021,660 

18,734,876,721 ↓
f

↓
；
 

三
日
三
ロ

A 
口負



1. 概要

( 1 ）総括事項

給水の状況

本年度末における給水人口は 228,165人で、前年度末に比べ 158人（0.1 %）増加し、給水戸数は 98,820戸で、前年度末に比べ 1,224戸（1.3%）増

加し、本年度の普及率は 99.8%でした。

配水量は 23,510,920m'iで、前年度に比べ 109,620m3 (0. 5%）減少し、一日最大配水量は 7月 17日の 72,200m3でした。

有収水量は 21,460,876m3で、前年度に比べ 18,945m3(0.1%）減少し、有収率は 91.3%でした。

収益的収支の状況

収入は 4,113, 628, 123円で、前年度に比べ 41,567,202円（1.0%）減少しました。減少したものは、分担金 22,680,972円（15.9%）、その他営業収

益 17,900,391円（47.8%）、特別利益 12,567,929円（59.1 %）などで、増加したものは、市道復旧費 1,047,433円（10.0%）、受託料 5,217,260円（6.2%）、

長期前受金戻入 4,889,469円（2.0%）などでした。

一方、支出は 3,632,671,999円で、前年度に比べ 7,073,051円（0.2%）減少しました。減少したものは、修繕費 23,204,444円（6.6%）、支払利息

14,213,887円（11.2%）などで、増加したものは、路面復旧費 4,115,585円（16.9%）、動力費 11,677, 222円（8.9%）、減価償却費 14,281,403円（1.5%) 

などでした。

この結果、 480,956,124円の純利益を計上しました。

資本的収支の状況（税込）

収入は 146,442,600円で、 一般会計負担金 17,269,200円及び分担金 129,173,400円でした。

支出は 1,328,715,724円で、建設改良費 820,094,793円及び企業債償還金 508,620,931円でした。

なお、 1,182,273,124円の収入不足は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額、減債積立金、建設改良積立金、過年度分損益勘定留保資金

で補てんしました。

建設改良の状況

配水施設整備では、口径 75凹から 350mmの配水管を 4,758.Sm布設し、単口式消火栓を 19基設置しました。

浄水施設整備で、は、戸崎モニター更新工事、北部浄水場無停電電源装置更新工事、東部浄水場着水井建設用地購入などを行し、ました。

平成 30年度上尾市水道事業報告書
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( 2）議会議決事項

議決事項ア

議案番号 件 名 提出年月日 議決年月日

第 6 2 号 平成 29年度上尾市水道事業会計決算の認定について 30 8. 29 30 . 12 . 21 

第 7 5 号 損害賠償の額を定め、和解することについて 30 8. 29 30 9 . 19 

第 7 6 号 損害賠償の額を定め、和解することについて 30 8. 29 30 9 . 19 

第 8 1 号 平成 30年度上尾市水道事業会計補正予算（第 1号） 30 . 12 3 30 . 12 . 21 

第 1 0 号 平成 31年度上尾市水道事業会計予算 31 2 . 22 31 3 . 21 
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報告事項イ

考備日提出年月名仲

γ
，a凋1
E

’
報告番号

6 . 5 30 平成 29年度上尾市水道事業会計予算繰越計算書の報告について
Cl 

75" 7 第

( 3 ）行政官庁許可事項

しな



職員に関する事項

7子土ご
前年度 比較

部長 参 事 次長 副参事 課長 主幹 副主幹 主査 主 任 主 事 技 師 合計
末職員 増 減

上 下水道部
1 3 2 1 

経営総務課
(1) 。 。 。

総務担当
3 4 4 。

業 務 課
1 1 。

料金担当
2 1 4 4 。

給排水担当
(3) (3) (3) (0) 

1 2 4 5 ム 1

水道施設課
(1) 。 1 ム 1

計画設計担当
(1) (1) (1) (0) 

1 1 3 5 6 ム l

工事担当
(2) (2) (1) (1) 

1 1 4 6 5 

管理担当
(0) (1) （ム1)

3 2 7 5 2 

浄水・水質担当
1 3 6 7 ム l

え口』 計
(6) (6) (6) (0) 

1 。 1 4 7 6 16 。 3 40 40 。

( 4) 

ー

ω
∞∞｜

）内は再任用短時間勤務職員

〉内は兼務者

注：上段（

下段 （

工事2. 

（単位円 ・税込）

工 事 名 工 事 内 廿民一， 請負金額 着手年月日 竣工年月日 備 考

今泉地内（上尾池袋線）配水管布設工事 DIP φ350 62. 5 m 11,664,000 H30.8. 15 日30.12.21

仮設給水 160. 0 m うち仮設給水 637,000 

原市地内（県道さいたま菖蒲線）配水管布設工事 DIP ψ350 541. 4 m 51,051,600 H30ョ 11.19 H31. 3. 18 

消火栓 1基 うち消火栓 l, 080, 000 

小敷谷地内（市道21159号線、外3路線）配水管布設工事 DIP ゆ75 17『 2m 21,157,200 H30.ll.19 H31. 3. 25 

DIP ゆ100 218. 2 m 

仮設給水 401. 5 m うち仮設給水 4,179,000 

(1000万円以上）建設工事の概況( 1) 

（単位円・税込）

工 事 名 工 事 内 廿- 請負金額 着手年月日 竣工年月日 備 考

間半吉地内（市道1003号線、外l路線）配水管布設工事 DIP φ150 7. 2 m 40,176,000 H29. 12.25 H30.4. 26 繰越工事

DIP φ250 l. 0 m 

DIP φ350 181. 7 m 

仮設給水 204. 8 m うち仮設給水 3,789,000 

消火栓 2基 うち消火栓 l, 965,600 

原市地内（市道1038号線、外1路線）配水管布設工事 DIP φ75 5. 0 m 37,303,200 H30. 6. 7 H30. 12. 20 

DIP φ100 2. 0 m 

DIP φ250 258. 1 m 

仮設給水 278. 0 m うち仮設給水 7,254,000 

消火中全 l基 うち消火栓 907,200 

平方地内（市道2035号線、外2路線）配水管布設工事 DIP ゆ75 2. 9 m 25,056,000 H30. 6. 11 H30. 10.25 

DIP φ100 282. l m 

仮設給水 428. 5 m うち仮設給水 4,938,000 

消火栓 l基 うち消火栓 777, 600 

小敷谷地内（市道20522号線、外l路線）配水管布設工事 DIP φ75 22. 7 m 24,084,000 H30. 6. 11 H30. 11. 29 

DIP φ100 279. 3 m 

DIP φ150 。町 6m

仮設給水 618. 4 m うち仮設給水 3,455,000 

消ソく栓 3基 うち消火栓 2,354,400 

瓦葺地内（市道2044号線、外2路線）配水管布設工事 DIP φ75 3. 4 m 25,056,000 H30. 6. 7 H30. 9. 14 

DIP φ100 113. 1 m 

DIP 中150 137. 7 m 

仮設給水 293. 7 m うち仮設給水 2,920,000 

消火栓 l基 うち消火栓 777, 600 

(1000万円以上）改良工事の概況( 2) 

ー
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工 事 名

畔吉地内（市道1003号線、外4路線）配水管布設工事

大谷本郷地内（市道40187号線、外2路線）配水管布設工事

錦町地内 （市道2031号線、 外4路線） 配水管布設工事

中新井地内 （市道1032号線、 外4路線） 配水管布設工事

須ヶ谷一丁目地内（娘道さいたま高蒲線、外1路線）配水管布設工事

川地内（市道1015号線、タト4路線）配水管布設工事

原市池内（市道1065号ー線、外2路線）配水管布設工事

工 事 名

3 0 7舗装本復旧工事

上尾市大字小敷谷地内（市道10272号線、外7路線）

3 0 S害時装本復旧工事

上尾市大字原市地内（市道1036号線、外4路線）

3 0 -2 1舗装本復旧工事

上尾市錦町地内 （市道30339号線、外5路線）

戸崎モニター更新工事

北部浄水場無停電電源装置更新工事

( 3) 保存工事の概況 (300万円以上）

工 事 名

平方地内（市道2035号線）給水整備工事

小敷谷地内（市道20522号線）給水整備工事

小敷谷地内（市道20529号線）給水整備工事

小敷谷地内（市道20525号線、外l路線）給水整備工事

小敷谷地内（市道20522号線、 外2路線）仮設給水工事

錦町地内（市道30433号線、外4路線）仮設給水工事

錦町地内（市道2031号線、 外2路線）給水整備工事

錦町地内（市道30433号線、外2路線）給水整備工事

小敷谷地内（市道21159号線、外3路線）給水整備工事

原市地内（市道1065号線、外2路線）給水整備工事

配補30ー1（富士見二丁目）配水補助管布設工事

l!i2補30-2 （柏~四丁目）配水補助管布設工事

工 事 内 n生f

DIP 中100 10. l m 

DIP φ150 15. 3 m 

DIP 申200 31. 8 m 

DIP 申250 1. 7 m 

DIP φ300 285. 4 m 

DIP 中350 19. 2 m 

仮設給水 383. 4 m 

消火栓 1基

DIP φ75 10. 1 m 

DIP φ100 96. 7 m 

仮設給水 208. 8 m 

消火栓 l基

DIP 中75 17. 1 m 

DIP φ100 16. 2 m 

DIP φ150 2. 3 m 

DIP ゆ200 158. 8 m 

消火栓 l基

DIP φ75 9. 5 m 

DIP φ100 39. 8 m 

DIP φ150 337.0 m 

DIP φ200 0. 6 m 

仮設給水 456. 0 m 

消火栓 2基

DIP φ150 197. 3 m 

仮設給水 73. 0 m 

DIP φ75 5.2 m 

DIP φ100 6. 6 m 

DIP φ150 5. 5 m 

DIP 申200 422. 8田

仮設給水 305. 6 m 

消火栓 1基

DIP φ75 96. 4 m 

DIP φ100 1. 2 m 

DIP 中150 18.2 m 

DIP ゆ200 91. 7 m 

DIP 申250 0. 4 m 

仮設給水 311.5m 

工 事 内 会，.，.:i守' 

表層工 4110. 0 ni 

表層工 2928. 0 ni 

表層工 2399. 2 ni 

戸崎モニター更新工事

北部浄水場無停電電源装置更新工事

工 事 内 廿,.,.., 

給水整備 ゆ25 19｛牛

申50 1件 言十20件

給水整備 φ25 20｛牛

計20件

給水整備 φ25 19件

言十191'牛

給水整備 申25 18件

計18件

仮設給水 590. 0 m 

仮設給水 646. 8 m 

給水整備 中25 18件

φ50 2イ牛 計20件

給水整備 φ25 15件

φ50 2件 計17件

給水整備 φ25 25｛牛

φ50 4｛牛 言十29件

給水整備 φ25 25f牛

言十25｛牛

配水補助管布設工事

配水補助管布設工事

（単位円 ・税込）

請負金額 着手年月日 竣工年月日 備 考

64,821,600 H30. 8. 15 H30町 12.20

うち仮設給水 6,952、000

うち消火栓 1,004,400 

15,876,000 H30. 8. 15 H30. 12. 21 

うち仮設給水 2,629,000 

うち消火栓 766,800 

17,334,000 日30.9. 26 H31. 1. 31 

うち消火栓 864,000 

40,240,800 J-130.11.19 H31. 3. 14 

うち仮設給水 7,650,000 

うち消火桧 1,630,800 

15,811,200 H30.ll.19 H31. 2. 27 

うち仮設給水 309,000 

33,901,200 J-130”12. 27 日31.3. 25 

うち仮設給水 l, 856, 000 

うち消火栓 864,000 

20,800,800 H30. 12. 27 H31. 3. 25 

うち仮設給水 2,715,000 

（単位 円・ 税込）

請負金額 着手年月日 竣工年月日 備 主を7 

17,817,840 H30. 7.2 H30.9. 3 

23,032,080 H30. 7.2 H30. 9. 25 

12,852,000 H30.ll.13 H31. 3. 12 

35,856,000 H30.6. 21 H31. 3. 22 

24,732,000 H30. 9. 3 H31. 3. 8 

（単位円 ・税込）

請 負 金額 着手年月 日 竣工年月日 備 考

3,553,200 H30.6. 21 H30. 10. 25 

3. 758,400 H30.6.21 H30. 11. 29 

3,715,200 H30. 6. 21 H30. 11. 29 

3,333,960 H30.8. 30 H31. 1. 31 

5,727,240 H30. 8.30 H31. 1. 31 

7,655,040 日30.9. 14 H31. 1. 31 

4,305,960 H30. 10. 11 H3 l. 1. 31 

4,041,360 H30. 10. 11 H3 l. 1. 31 

5,924,880 H30. 11. 22 H31. 3. 25 

4,843,800 H30. 12. 21 H31.3.25 

3,122,280 H30.8. 30 H3 l. 1. 30 

5,592,240 H30. 10. 25 H31. 3. 12 
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工 事 名

語己補30-3（小敷谷）配水補助管布設工事

西部l号井戸水中ポンフ。及び揚水管更新工事

中央9号井戸水中ポンプ及び揚水管更新工事

西部浄水場屋外変圧器交換工事

工 事 内 t全宍；‘ 

配水補助管布設工事

西部l号井戸水中ポンプ及び揚水管更新工
事

中央9号井戸水中ポンプ及び揚水管更新
工事

西部浄水場屋外変圧器交換工事

（単位 円・ 税込）

誇 負 金額 着手年月 日 竣工年月 日 備 考

7,047,000 H30. 10. 25 日31.3. 12 

7,533,000 H30. 5.28 H30. 10. 16 

6,998,400 H30. 5.28 H30. 10. 16 

7,884,000 H30. 7. 2 H31. 3. 8 



量

~ 
比 較

平成 3 0 年度 平成 2 9 年度
増 減 比 率 （%） 

年 度 末 高合 7.K 人 口 228,165 人 228,007 人 158 人 0. 1 

年 度 末 J（－口』 7]( 戸 数 98,820 戸 97,596 戸 1,224 F 1. 3 

一 般 用 98,331 戸 97,096 戸 1,235 戸 1. 3 

集 団 住 守Fι二ー・ 用 372 戸 375 戸 ム 3 戸 ム 0.8 

公 衆 浴 場 用 l 戸 l 戸 0 戸 0. 0 

臨 時 用 14 戸 25 戸 ム 11 戸 ム 44.0

共 用 102 戸 99 戸 3 戸 3.0 

年 間 画己 JJ( 量 23, 510, 920 m3 23, 620, 540 m3 ム 109,620 m3 ム 0.5 

一 日 最 大 自己 JJ( 量 72,200 m3 70, 570 m3 1, 630 m3 2.3 

日 平 均 国己 JJ( 量 64, 413 m3 64, 714 m3 ム 301 m3 ム 0.5

年 問 有 効 JJ( 量 22, 902, 337 m3 22,946,651 m3 ム 44,314 m3 ム 0.2 

年 間 有 効 ヰ戸ふーユ竺 97.4 % 97. 1 0.3 ホ。イント

年 間 有 収 水 量 21, 460, 876 m3 21,479,821 m3 ム 18,945 m3 ム 0.1 

年 間 有 収 キ，..，＿＿ユ 91. 3 90.9 0.4ホ。イント

供 五合 単 イ面 166円62銭 166円53銭 9銭 0. 1 

給 JJ( 原 価 157円47銭 157円89銭 ム 42銭 ム 0.3 

務

務

業

業

(1) 

3 

ー

ω吋
ω



円・%）

年 度 平 成 3 0 年 度 平 成 2 9 年 度 比 較

区 分 人斗l,心． 額 構成比 人早ム 額 構成比 増 減 額 増減率

l営 業 H又 益 3,839,533,207 93. 3 3,874,490,177 93. 3 ム 34,956,970 ム 0.9 

l給 71<. 収 益 3, 575, 811, 547 86.9 3,576,962,903 86. 1 ム 1,151, 356 ム 0.0 

2その他営業収益 263,721,660 6.4 297,527,274 7.2 ム 33,805,614 ム 11.4 

2営 業 外 リ又 益 265,410,953 6. 5 259,453,256 6. 2 5,957,697 2. 3 

1受 取 手IJ ，目、 4,826,713 0. 1 5,614,654 0. 1 ム 787,941 ム 14.0 

2長 期前受金戻入 253,284,670 6. 2 248,395,201 6. 0 4,889,469 2.0 

3雑 収 益 7,299,570 0. 2 5,443,401 0. 1 1,856,169 34. 1 

3特 31J 手IJ 益 8,683,963 0. 2 21,251,892 0. 5 ム 12,567,929 ム 59.1 

ムロ 言十 4, 113, 628, 123 100. 0 4, 155, 195, 325 100.0 ム 41,567,202 ム 1.0 

（単位( 2 ）事業収益に関する事項
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円・%）

~よと
平 成 3 。年 度 平 成 2 9 年 度 比 較

人斗ム 額 構成比 人i乙 額 構成比 増 減 額 増減率

l営 業 費 用 3,519,508,084 96.9 3,512,256,237 96. 5 7,251,847 0.2 

1取水及び浄水費 1,399,872,355 38. 5 1,427,393,500 39. 2 ム 27,521, 145 ム 1.9 

2配水及び給水費 769,358,795 21. 2 736,748,479 20. 3 32,610,316 4.4 

3業 務 費 226,446,202 6. 2 226,393,827 6.2 52,375 0. 0 

4総 4茅、 費 93, 211, 858 2.6 109,975,634 3.0 ム 16,763,776 ム 15.2 

5減 価 イ賞 却 費 950,720,694 26.2 936,439,291 25. 7 14,281,403 1. 5 

6資 産 減 耗 費 27,688,672 0. 8 22,217,777 0. 6 5,470,895 24.6 

7その他営業費用 52,209,508 1. 4 53,087,729 1. 5 ム 878,221 ム 1.7 

2営 業 外 費 用 113, 163, 915 3. 1 127,488,813 3. 5 ム 14,324,898 ム 11. 2 

l支 払 手lj ，息 112,918,457 3. 1 127,132,344 3.5 ム 14,213,887 ム 11. 2 

3雑 支 出 245,458 0.0 356,469 0. 0 ム 111,011 ム 31.1 

三口〉、 言十 3,632,671,999 100. 0 3,639,745,050 100. 0 ム 7,073,051 ム 0.2 

（単位( 3）事業費用に関する事項
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(300万円以上）

契約年月日 契約 金 額 契 京ヲ の 内 容 契 約 先

30. 4. 1 57,132,000 上水道漏水修繕及び下水道補修待機業務 上尾市管工事業協同組合

30. 4. 1 8,316,000 除草等業務（浄配水場・ポンプ場及び井戸） 公益社団法人上尾市シルバー人材センター

30. 4. 1 6,537,153 上下水道料金調定システム等保守業務 附両毛システムズ

30. 4. 1 5,857,920 上下水道料金調定システム電算処理業務 側両毛システムズ

30. 4. 1 4,082,400 VANシステム（伝送口座振替）業務（単価契約） AG  S附

30. 4. 9 5,616,000 給水装置工事竣工検査（確認）業務（単価契約） 側サイタマ・ユウセイ

30. 4. 23 9,396,000 管洗浄業務（西部系） 側ウォーターサポート

30. 5. 28 4,629,960 東部浄水場地質調査業務 協和地下開発（槻埼玉支店

30. 5. 31 29,592,000 管路維持管理業務 側サンスイ北関東支店

30. 7. 2 7,182,000 給・配水施設管理図データ入力原稿図作成業務 国際航業側埼玉支店

30. 8. 2 18,684,000 管洗浄業務（東部系） 開サンスイ北関東支店

30. 8. 9 6,361,200 北部・西部浄水場次亜注入ポンフ。接液部等保守点検業務 附水機テクノス

30. 8. 29 3,348,000 東部浄水場次亜注入ポンプ接液部等保守点検業務 J F Eアクアサービス機器閥横浜営業所

30. 9. 14 9,396,000 給・配水施設管理図システムデータ更新業務 開管総研東京支店

30. 11. 8 7,506,000 配水流量言十及び記録計等点検整備業務 東洋電機製造附

30. 12. 13 3,024,000 給・配水施設管理図出図及び製本業務 （欄管総研東京支店

31. 1. 31 17,268,570 水質検査・総合管理業務 内藤環境管理（樹

31. 1. 31 36,300,000 管洗浄業務（北部系） 開サンスイ北関東支店

（単位円・税込）己
目要の約契要重

計会

什

4 
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契約年月日 契 約 金 額 契 約 σコ 内 r谷手？， 契 約 先

31. 1. 31 8,338,500 定期管洗浄業務 上尾市管工事業協同組合

31. 2. 7 9,570,000 水質モニター保守点検業務 横河ソリューションサービス（掛さいたま支店

円）

｛ま日主 入 先 前 年度末残高 本年度発行額 本年度償還高 本年度末残高

財務省財政融資資金 2,737,533,770 。 271,814,866 2,465,718,904 

地方公共団 体金 融機 構 1,682,427,296 。 199,066,065 1,483, 361, 231 

さい たま農業協同組合 39,000,000 。 13,000,000 26,000,000 

株式会社埼玉りそな銀行 73,800,000 。 24,740,000 49,060,000 

ぷロ〉、 計 4,532,761,066 。 508,620,931 4,024,140,135 

（単位企業債の概況( 2) 

w 
『司
『司

5 付帯事項

( 1 ）給水装置工事の概況

計よ〉、
ロ造改去撤時臨設新

9 8 8 件2, 4 6 1件1 ' 9 4 件3 8 件件3 9 5 1, 



平成30年度上尾市水道事業キャッシュ・フロー計算書
（平成30年4月1日から平成31年3月3U3まで）

業務活動による

当年度純利益

減価償却費

資産減耗費（固定資産除去H費）

退職給付引当金の増減額（ムは減少）

賞与引当金の増減額（ムは減少）

貸倒引当金の増減額（ムは減少）

長期前受金戻入額

受取利息及び受取配当金

支払利息

未収金の増減額（ムは増加）

未払金の増減額（ムは減少）

たな卸資産の増減額（ムは増加）

その他

小言十

利息及び配当金の受取額

利息の支払額

業務活動によるキャッシュ・フロー

480,956,124 

950,720,694 

27,688,672 

ム8,683,963

1,674,000 

ム2,915,948

ム 253,284,670

ム4,826,713

112,918,0157 

28,262,794 

ム23,822,961

ム8,592,834

ム 156,727,465

ロフニ工シツヤキ1 
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1,143,366,187 

4,826,713 

ム 112,918,457

1,035,274,443 

ム 850,893,317

119,605,000 

22,096,800 

ム 709,191,517

投 資 活動によるキヤツ

有形固定資産の取得による支出

国庫補助金等による収入

一般会計文は他の特別会計からの繰入金による収入

投資活動によるキャッシュ・フロー

ロフニL、ノ2 

ム 508,620,931

ム20,940,309

財務 活動によるキャッシュ

建設改良費等の財源に充てるための企業債の償還による支出

リース債務の返済による支出

財務活動によるキャッシュ・フロー

ロフ3 

ム 529,561,240

ム 203,478,314

3,785,733,587 

3,582,255,273 

資金増加額（又は減少額）

資金期首残高

資金期末残高
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書来由明用費益収
入

款 項 目 節 〈斗ム 額 備 考

1水道事業収益 4,113,628, 123 

1営 業 収 益 3,839,533,207 

l給 7.K H民 益 3,575,811,547 

l水 j葺 料 金 3,575,811,547 

2その他営業収益 263, 721, 660 

l県道復旧費 722,200 

2市道復旧費 11,570, 504 

3工事検査手数料 5,970,000 

6他会計負担金 17,028,713 

8分 担 金 119,605,000 

9受 託 料 89,280,075 

10その他営業収益 19,545,168 

2営 業 外 収 益 265,410,953 

l受 取 手lj ，息 4,826,713 

l預 金 手lj 子 4,826,713 

2長期前受金戻入 253,284,670 

1長期前受金戻入 253,284,670 

3雑 収 益 7,299,570 

l不用品売却収益 6,319,550 

2その他雑収益 980,020 

3特 551J 手iJ 益 8,683,963 

1その他特別利益 8‘683,963 

1その他特別利益 8,683,963 

円（単位収
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出

款 項 目 節 人斗ム 額 備 考

l水道事業 費用 3,632,671,999 

1営 業 費 用 3,519,508,084 

l取水及び浄水費 1,399,872,355 

l給 料 21,921,600 予算額 32,172,000 

2手 当 等 11, 846, 175 予算額 19,369,000 

3賞与引当金繰入額 3,723,769 予算額 5, 321, 000 

4賃 金 818,425 

5報 酬 945,600 予算額 946,000 

6法定福利費 9,612,603 予算額 15,227,000 

7旅 費 32, 132 

10被 月日 費 47,860 

11備 消 口口口 費 2,333,621 

12光 重量l 水 費 19,221,735 

13印刷製本費 56,050 

14通信運搬費 3, 138, 230 

17修 高善 費 35,815,000 

21委 託 料 132,722,308 

27手 数 ギ十 908,562 

29動 力 費 43,472,496 

30薬 ロロロ 費 30,703,780 

31県水購入費 1,082,552,409 

2配水及び給水費 769,358,795 

l給 料 76,908,000 予算額 83,484,000 

2手 当 等 35,418,166 予算額 40,176,000 

3賞与引当金繰入額 12,309,288 予算額 12,612,000 

円）（単位支
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款 項 目 節 金 額 備 考

4賃 金 478,800 

5報 酬 1,002,000 予算額 1,002,000 

6法定福手lj 費 28,601, 113 予算額 32,169,000 

7旅 費 82,001 

10被 月民 費 238,480 

1 1備 消．品 費 1,826,405 

13印刷製本費 581,620 

14通信運搬費 1,207,997 

16賃 借 料 4, 541, 592 

17修 1善 費 294,412,775 

21委 託 キヰ 184,349,884 

28路面復 旧 費 28,498,952 

29動 力 費 98,901,722 

3業 務 費 226,446,202 

l給 料 22,351,200 予算額 22,352,000 

2手 当 等 11,194,275 予算額 11,331,000 

3賞与引当金繰入額 4,047,239 予算額 4,048,000 

6法定福利 費 9,665,349 予算額 9,800,000 

7旅 費 11, 788 

10被 月良 費 31,620 

11備 I自 口口口 費 1, 063, 649 

13印刷製本費 3,307,460 

14通信運搬費 14,248,801 

16賃 借 料 3,709,800 

17修 店善 費 。
21委 託 料 143,348,272 

27手 数 料 13,466,749 

ーω∞N｜

款 項 自 節 金 額 備 考

4総 4系、 費 93,211,858 

l給 料 24,811, 200 予算額 33,172,000 

2手 当 等 17,031, 195 予算額 21,628,000 

3賞与引 当金繰入額 4,794,766 予算額 5,738,000 

5報 回州 2,083,000 予算額 2,141,000 

6法定福利費 16,127,437 予算額 24,309,000 

7旅 費 160,395 

9報 償 費 。予算額 30,000 

10被 月艮 費 33,210 

11備 t向 口口口 費 1,866,627 

12光 努L 水 費 121,264 

13印刷製本費 385,000 

14通信運搬 費 1,490,738 

15広 止にとl キヰ 96,000 

16賃 イ昔 車ヰ 7,050,590 

17修 市善 費 590,030 

18燃 手斗 費 469,254 

19補 ｛賞 費 。
20研 。萎 費 308,397 

21委 託 半ヰ 8,406,092 

22厚 生 費 。
23会費負担金 525,020 

24保 険 料 977,351 

25貸倒引当金繰入額 5,864,091 

40雑 費 20,201 
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款 項 目 節 人品ム 額 備 考

5減価 償 却 費 950,720,694 

l有形固定資産 950,720,694 
減 価 償 却 費

6資 産 減耗費 27,688,672 

lたな卸資産減耗費 。
2固定資 産 除却費 27,688,672 

7その他 営業費用 52,209,508 

2雑 支 出 52,209,508 

2営業外費用 113, 163, 915 

l支 払 手iJ ，患、 112,918,457 

l企 業債 利子 111, 814, 980 

2リース債務利子 1,103,477 

3雑 支 出 245,458 

lその他雑支出 245,458 

3予 備 費 。
l予 備 費 。

l予 備 費 。
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三主
Eヨ固 定資産明細

円）

年度当初の 当 年 度 当年度 年度末 減 価 償 却 累 言十 額 年度末償却
資産の 種 類 備 呈チ, 

現在高 増加額 減少額 現在高 当年度増加額 当年度減少額 累 言十 未 済高

土 地 1,621,582,268 109,386,316 。], 730,968.584 。 。 。I. 730, 968, 584 

建 物 1,363,025,407 。 。1,363,025,407 20,842,939 。 823,045,440 539,979,967 

構 築 物 36,826,374,919 604,071,973 104,924,925 37,325,521,967 799,874,888 80,916,553 15,425,631,010 21,899,890,957 

機械及び 装 置 5,917,701,983 59,882,438 38,873,250 5, 938, 711, 171 107, 159, 144 35,210,850 4,442,217,785 1,496,493,386 

工具、器具及び備品 92,002,201 1,985,000 358,000 93,629,201 5,806,723 340,100 64,492,151 29,137,050 

リ 一 ス 資 産 189,300,000 。 。 189,300,000 17,037,000 。 119, 259, 000 70,041,000 

建 設 仮 勘 疋｛ 93,260,000 。 23,600,000 69,660,000 。 。 。 69,660,000 

l口〉、 46,103,246,778 775,325,727 167, 756, 175 46,710,816,330 950,720,694 116, 467, 503 20,874,645,386 25,836,170,944 

（単位( 1 ）有形固定資産明細書
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円（単位( 2）無形図定資産明細書

考備年度末 現在高当年度減価償却高当年度減 少額当 年度噌力日額年度当初の現在高資産の種類

1,552,900 。。。1, 552, 900 権入力日話電

1,552,900 。。。1, 552, 900 言十A 
口

円

資産の種類 年度当初の現在高 当年度増加額 当年度減少額 年度末現在高 備 学, 

出 資 金 l, 662,000 。 。 1,662,000 

破産更生 債 権 22, 530, 148 9,247,621 11,016,637 20, 761, 132 

貸 イ自j 号｜ 当 金 ム 22,530,148 ム 7,011,023 ム 8,780,039 ム 20,761, 132 

よtコ'- 言十 1, 662, 000 2,236,598 2,236,598 1, 662, 000 

（単位( 3）投資その他の資産明細書



書企業債明細

f貰 還 南1

種 類 発行年月日 発行総額
当年度償還高 償還高累計

未 償 還 残 高 手lj 率 発行価額 償還終期 備考

S 63年度財務省財政融資資金 日元． 3.27 220,000,000 14,743,448 220,000,000 0年4.85% H31. 3. 25 

H 4年度財務省財政融資資金 5. 3. 25 315,000,000 16,998,208 239,101,774 75,898,226 4.4 R5. 3. 25 

4年度地方公共団体金融機構 5. 3.26 135,000,000 8,361,462 117,131,475 17,868,525 4.45 3. 3.20 

5年度財務省財政融資資金 6. 3.23 667,100,000 33,230,666 481,659,919 185,440,081 3.65 6. 3. 1 

5年度地方公共団体金融機構 6. 3. 23 285,900,000 16, 184, 381 233,629,572 52,270,428 3. 7 4. 3.20 

6年度財務省財政融資資金 7. 3. 27 618,000,000 30,848,038 399,933,735 218,066,265 4.65 7. 3. 1 

6年度地方公共団体金融機構 7. 3. 27 240,000,000 13,814,757 177,774,156 62,225,844 4. 75 5. 3. 20 

6年度地方公共団体金融機構 7. 3. 27 378,000,000 21,705,338 280,354,682 97,645,318 4. 7 5. 3. 20 

7年度財務省財政融資資金 8. 3. 14 602,400,000 27,468,740 384,087,019 218,312,981 3. 15 8. 3. 1 

7年度地方公共団体金融機構 8. 3.22 100,400,000 5, 177, 587 71,853,553 28,546,447 3.25 6. 3. 20 

7年度地方公共団体金融機構 8. 3.22 301,200,000 15,497,607 215,883,215 85,316,785 3.2 6. 3.20 

8年度財務省財政融資資金 9. 3. 25 686,200,000 30,069,000 413,030,861 273,169,139 2.8 9. 3. 1 

8年度地方公共団体金融機構 9. 3.26 154,800,000 7,632,593 104,087,783 50,712,217 2.9 7. 3. 20 

8年度地方公共団体金融機構 9. 3.26 297,000,000 14,616,864 200,054,503 96,945,497 2.85 7. 3.20 

9年度財務省財政融資資金 10. 3. 25 607,000,000 25,559,357 351,266,748 255,733,252 2. 1 10. 3. 1 

9年度地方公共団体金融機構 10. 3. 25 108,000,000 5,071,551 69,214,999 38,785,001 2.2 8. 3. 20 

9年度地方公共団体金融機構 10. 3. 25 302,000,000 14, 160, 166 193,927,911 108,072,089 2. 15 8. 3. 20 

10年度財務省財政融資資金 11. 3.25 832,700,000 34,338,172 446,814,736 385,885,264 2. 1 11. 3. l 

10年度地方公共団体金融機構 11. 3.24 562,300,000 25,780,804 335,464,664 226,835,336 2. 1 9. 3.20 

11年度財務省財政融資資金 12. 3. 24 521,400,000 21,057,706 259,870,990 261,529,010 2.0 12. 3. 1 

11年度地方公共団体金融機構 12. 3. 22 347,600,000 15,590,502 192,400,787 155,199,213 2.0 10. 3. 20 

12年度財務省財政融資資金 13. 3. 26 387,600,000 15,402,097 182,292,419 205,307,581 1. 6 13. 3. 1 

12年度地方公共団体金融機構 13. 3. 22 258,400,000 11,353,357 133,989,093 124,410,907 1. 65 11. 3. 20 

13年度財務省財政融資資金 14. 3.25 180,000,000 6,957,256 74,232,588 105,767,412 2.2 14. 3. 1 

円）（単位
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円）

償 還 両

手重 類 発行年月日 発行総額
当年度償還高 償還高累計

米償還残高 手lj ヰー←ユ 発行価額 償還終期 備考

H 13年度地方公共団体金融機構 Hl4. 3. 22 120,000,000 5, 162, 844 55,086,561 64,913,439 年2.2% Rl2. 3. 20 

14年度財務省財政融資資金 15. 3. 25 161,500,000 6,283,845 65, 155, 214 96,344,786 1. 2 15. 3. 1 

14年度地方公共団体金融機構 15. 3. 25 38,500,000 1,644,983 16,932,875 21,567, 125 1. 35 13. 3. 20 

15年度財務省財政融資資金 16. 3. 25 100,000,000 3,729,658 34,157,489 65, 842, 511 2.0 16. 3. 1 

15年度地方公共団体金融機構 16. 3. 23 100,000,000 4,153,704 38,204,902 61,795,098 1. 9 14. 3. 20 

18年度財務省財政融資資金 19. 3. 26 47,200,000 1,646,833 10,836,990 36,363,010 2. 1 19. 3. 1 

18年度地方公共団体金融機構 19. 3.23 52,800,000 2,042,245 13,419,631 39,380,369 2. 15 17. 3.20 

19年度財務省財政融資資金 20. 3. 25 101,900,000 3,481,842 19,840,614 82,059,386 2. 1 20. 3. 1 

19年度地方公共団体金融機構 20. 3. 25 98,100,000 3,726,865 21,236,829 76,863,171 2. 1 18. 3. 20 

22年度さいたま農業協同組合 23. 3. 25 130,000,000 13,000,000 104,000,000 26,000,000 0.678 3. 3. 1 

23年度地方公共団体金融機構 23. 9.20 30,000,000 3,587,659 26,390,782 3,609,218 0.6 2. 3. 20 

23年度株式会社埼玉りそな銀行 24. 3.26 100,000,000 12,500,000 87,500,000 12,500,000 0.5 2. 2.28 

24年度株式会社埼玉りそな銀行 25. 3.25 110, 000, 000 12,240,000 73,440,000 36,560,000 0. 19 4. 3. 1 

28年度地方公共団体金融機構 29. 3.23 74,200,000 3,800,796 3,800,796 70,399,204 0. 3 19. 3.20 

l口" 言十 10,372,200,000 508,620,931 6,348,059,865 4, 024, 140, 135 

（単位
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平成30年度上尾市水道事業注記

1.重要な会計方針に関する注記

(1）資産の評価基準及び評価方法

①たな卸資産の評価基準及び評価方法

貯蔵品は、先入先出法を採用している。

(2）固定資産の減価償却の方法

①有形固定資産（リース資産を除く）

－減価償却の方法定額法による。

ただし、機械及び装置のうち、取替資産については取替法を採用している0

．主な耐用年数

建物

構築物

機械及び装置

工具、 器具及び備品

②リース資産

所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産

自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法を採用している。

17年～50年

8年～60年

5年～40年

4年～15年
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(3）引当金の計上方法

①退職給付引当金
職員の退職手当の支給に備えるため、当年度末在職職員にかかる退職手当の要支給額か
ら、埼玉県市町村総合事務組合における積立金相当額を控除した金額を計上している。な
お、平成30年度において8,683,963円を取り崩している。

②賞与引当金

職員の期末手当及び勤勉手当並びにこれに係る法定福利費の支払に備えるため、当年度
末における支給（支払）見込額に基づき、当年度の負担に属する額を計上している。なお、
平成30年度において27,075,189円を取り崩している。

③貸倒引当金

債権の不納欠損による損失に備えるため、 一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸
念債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上して
いる。なお、平成30年度において8,780,039円を取り崩している。

(4）消費税及び地方消費税の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は、 税抜方式によっている。

2.キャッシュ・フロー計算書等に関する注記

該当事項なし

3.貸借対照表等に関する注記
通常の売買取引の方法に準じた会計処理を行ったリース取引に係るリース債務のうち、地方自
治法第234条の3に基づく長期継続契約に係るものは下記の金額である。

短期リース債務 21,402,723円

長期リース債務 21,839,108円

ー

ω∞
⑤
｜

4.セグメント情報に関する注記

単一の事業を運営しているため、記載を省略している。

5.減損損失に関する注記

該当事項なし

6.リース契約により使用する固定資産に関する注記

(1）リース会計に係る特例措置

所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会
計処理によっている。



(2）所有権移転外ファイナンス・リース取引に係る未経過リース料相当額

1年内

ほ藍

11,195,400円

邑」辺&l立円

35,716,218円

(3）オペレーティング・リース取引に係る未経過リース料相当額

2,230,836円

主盆L箆立円

6,662,524円

1年内

1年超

7.重要な後発事象に関する注記

該当事項なし
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